
 

  

１２月１５日（日）、長崎県教育委員会と長崎県内の SSH 指定校３校（長崎西・長崎南・大村）

が中心となって企画・運営を行っている未来デザインイノベーションフェアが長崎南高校会場で開

催されました。今年度で４回目の開催となり、参加生徒は日頃の探究活動について、発表を行った

り、討議を行ったりしました。今年度は、新たに県教育委員会教育 DX 推進室に運営に入っていた

だき、離島の学校を始め会場に当日参集できない学校もオンラインでの参加ができるようにしまし

た。また、県ＳＳＨコーディネーターに県内の高校を訪問してもらい、参加を呼び掛けたところ、Ｓ

ＳＨ指定校以外に、諫早高校、佐世保西高校、佐世保南高校、五島高校、松浦高校からの参加があり

ました。県内８校、１００名以上の生徒が参加し、これまで以上に盛況にフェアを終えることができ

ました。 

 また、国立研究開発法人科学技術振興機構（ＪＳＴ）より主任専門員野澤則之様にも来県していた

だき、示唆に富むご助言をいただくことができました。野澤様からは、「他県でも SSH 指定校以外

も参加する発表会はあるが、審査や表彰を行わず、研究がまだ途中の段階で発表するスタイルは、他

県では見られない。是非、他県の参考となるようにしてもらいたい」というお言葉をいただいまし

た。次年度は、参加校が更に増え、理数系教育の長崎県全体への波及につながるように、長崎県教育

委員会、SSH指定校３校で協力して、未来デザインイノベーションフェアを更に発展させていきた

いという思いが強くなりました。 
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